ホルムアルデヒド低減化処理　報告書
	申請者
	

	件名
	

	商品名
	

	製造工場
	

	申請者
	　　　　㊞


低減化処理を施す材料の仕様
	材料名
	

	規格に○
	（　　　）JIS
	（　　　）JAS
	（　　　）その他
	

	等級に○
	拡散等級
	放散速度28℃
EF（μg/m2hr）
	放散速度20℃
EF（μg/m2hr）
	放散量平均
（mg/L）

	　（　×　）
	Ｆ☆☆
	120以下
	60以下
	1.5以下

	　（　　　）
	Ｆ☆☆☆
	20以下
	10以下
	0.5以下

	　（　　　）
	Ｆ☆☆☆☆
	5以下
	2.5以下
	0.3以下

	　（　　　）
	無規格
	　
	
	　

	
	
	無規格の場合は、低減化処理を施さない場合の放散速度または放散量の試験結果を添付し、その値を記入する。

	ホルムアルデヒド年間発生量（mg/m2）
	① 


※①年間発生量計算式
　・Ｆ☆☆☆の場合、［｛（20-5）μg/m2hr×24時間×31日×4月｝＋｛（10-2.5）μg/m2hr×24時間×31日×8月｝］/1000=89.3 mg/m2
　・Ｆ☆☆☆☆の場合、［｛5μg/m2hr×24時間×31日×4月｝＋｛2.5μg/m2hr×24時間×31日×8月｝］/1000=29.8 mg/m2
低減化処理剤（キャッチャー剤）の仕様

	メーカー名
	

	名称
	

	品番
	

	組成（質量％）
	


※参照できる技術資料を添付する。
持続性計算値の算出

	化学反応式
	

	キャッチャー剤塗布方法
	

	キャッチャー剤塗布量（g/m2）
	② 
	－

	キャッチャー剤分子量
	③ 
	－

	HCHO/ｷｬｯﾁｬｰ剤モル比
	④ 
	＝30/③

	ｷｬｯﾁｬｰ剤濃度（％）
	⑤ 
	－

	ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ総分解量(mg/m2)
	⑥ 


	= (②×1000)×④×(⑤/100)

	持続性（年）
	⑦ 
	= ⑥/① 

（要5年以上）


持続性確認試験結果

	試験方法
	

	試験場所等
	

	試験期間
	年　　月～　　　年　　月　（３ヵ月以上）

	養生条件
	

	デシケーター法
	無処理
	処理 
	
[image: image1.emf]0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0月 1 月 2 月 3 月 6月

放散量(mg/L)

無処理

処理



	初期(mg/L)
	
	
	

	1ヶ月後(mg/L)
	
	
	

	2ヶ月後(mg/L)
	
	
	

	3ヶ月後(mg/L)
	
	
	

	6ヶ月後(mg/L)
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※備考　持続性確認試験は、製造直後の材料を切り出した試験体を用いる。
断面図（処理部位を示す）








写真１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真２


添付資料

・ホルムアルデヒド低減化処理剤の技術情報（カタログ添付/訳付き）
・ホルムアルデヒド低減化処理剤のMSDS（MSDS添付/有害性情報と物質の名前に関しては日本語訳付き）






























キャッチャー剤は裏面に塗布
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